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オｰストラリアのプレカンブリアンと

鉱物資源の分布

オｰストラリアは日本とは全く異たった地球創世期

をしのばせるよう汝古い時代の岩石が基盤として広く

露出している.日本から香港一ダrウィンを経由する

飛行機はダｰウィンを飛びたつと4時間たらずでシ

ドニｰにつく.その際ダｰウィンから南下するジェッ

ト機は何時間もの間赤褐色の広大た大陸の上空を飛行

することになる.そもそもオｰストラリアは大洋州

として地理学上は世界最小の大陸ではあるがオｰスト

ラリアはこの大陸を一国で支配している国家として知ら

れている.地理学上には南半球の中にありまた高い

山脈のない平姐な大陸としても有名でその平均標高は

約305m最高峰のコスシスコ山(Kosc三us止｡)一スノｰ

山(Snowy)でも標高2,200mにすぎず氷河のたい大

陸としても知られている.そしてこのスノｰ山が大陸

での唯一のスキｰ場として知られ冬期の観光地となっ

ている.地形からみるとスノｰ山の分布するビクト

リア州ニュｰサウスウェｰルズ州の境界付近を含めて東

海岸地域はほぼ南北方向に走る山岳地帯がある.総

称して大分水嶺そしてオｰストラリアの東海岸の気

候を多少支配する重要た役割をはたしている･

写真①

Esperance西

方跳舳ps河

流域の太古代

の変成岩中に

胚胎する金･

銅･硫化物鉱

床の露頭旧坑

高亀溝

ただしこの山岳地帯はタスマン地向斜以後の地殻変

動火成活動などにより形成されたもので今からのべ

ようとするプレカンブリアン時代の地層よりそうとう若

いものである.プレカンブリアン時代の岩石はふつ

うオｰストラリアでは生物の発生していたい“Anci-

ent"と早期生命の存在が認められる“Ear1y1ife"と

分けている.前者は太古代であり後者が原生代であ

る.B.M.R.(BureauofMine工a1Resou工｡es,Geo1ogy

andGeOphysics)の600万分の1地質説明書によると

太古代の岩石は長い地質時代の間の熱･圧力(変成作

用による)により放射性物質による年代決定が困難で

あるが原生代の岩石は放射性物質による年代決定

(K-Ar法による)によりアデレｰド紀(Ade1aidean

5.7～14億年)カｰペンタリア紀(Carpenta1三an14～

ユ8億年)前期原生代(LOwerPrOterozoic)またはヌ

ラギニア紀(Nu11aginian18～24億年)とされ太古代

の岩石はこれより古く24億～30億年と考えられている.

現在までにプレカンブリアン時代の岩石は金属鉱山

開発に伴って地域的に明らかにされてはいるが厚い風

化帯たどで地質調査も楽ではたく大まかた分布が知ら

れているだけであった.そしてこれらの分布は西オ

ｰストラリア州南オｰストラリア州北部直轄領およ

びクィｰ二■スラント州ニュｰサウスウェｰノレズ州の一

部に知られていた.

その最も古い太古代の岩石カミ多く分布している地域と

して酉オｰストラリア州か知られている.B.M.R.

や州地質調査所大学などの研究を基礎として1968年.
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らにより地史の研究をまとめているカミこの中で最も古

い岩石系は西オｰストラリアの南西部に広く広がって

いる“イルガｰン"(Yi1garn)系であるとしている.

イノレガｰン系は従来プレカンブリアン楯状地の主要

構成岩体として考えられておりその主体とたる岩石は

花陶片麻岩花筒岩およびこれらの中に迷入した塩基性

火成岩類に起因すると考えられる変成岩(通称グリｰン

ストｰン“GreenStone")である.

1958年のWILs0Nの研究ではこれらの太古代の岩石

帯中にはチャｰノカイト質グラニュライト(紫蘇輝石

花陶岩質白粉岩)カミ各所にみられるとしているがまた�
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第1図オｰストラリア大陸の主要金属鉱物(金･鋼･鉛･亜鉛･鉄･

ニッケル･ウラン)の分布と地質との関係を示したものであ

る.金の生産につていほ統計的概数からその大小を示した

が他の鉱物については分菰のみにとどめてある.現在

これらの古い金山地帯はニッケル･銅だとの鉱床帯として注

目されている.この図には東海岸地区の古生代の地質も含

めてある.G:金C:鋼L:鉛･亜鉛H:鉄

N:ニッケルU:ウラン

1963年のSoFomIsの調査によるとカルグｰリｰ付近

に貫入する花開岩体中には太古代よりも若いものがあ

るということも報告されており一つのイルガｰン系岩

石中でも種々の構成分子により複雑た関係を示してい

ることカミ畑られている.

カノレグｰリｰ付近では珪岩チャｰト変成度の高

い粘土質片岩が“グリｰンストｰン"と互層状に分布

しておりこれらを含めたグリｰンストｰン帯はほぼ

南北系の細長い分帯あるいは広がりをも?て花筒片麻

岩などのような酸性岩体あるいはその変成岩体中に分

布している.これらのグリｰンストｰンはカルダｰ

堕
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第2図太古代(時代未詳を含む)の岩石の分布.現在ウラン鉱ニ

ッケル鉱が新しく発見されつつあるのはこれらの地域である.

リｰ付近の金山開発の際の重要な探鉱指針ともなってい

る.また最近ではグリｰンストｰンとして一括され

ている超塩基性岩体中にニッケル鋼などの硫化鉱物が

発見されカンバルダ鉱山のように開発生産に発展する

におよんでこのイノレガｰン系の岩石の研究カミ注目され

つつある.

次に興味のもたれるのはピノレバラ(“Pi1bara")系の

地層でこの種類の岩石は酉オｰストラリア北部ピル

バラ地域が代表的分布地域となっている.ピノレバラ系

の岩石はイノレガｰン系の岩石によく似ているが1962

年No㎜卿WY蛆丁さらに1964年RY州の研究たどに

より大分類が行なわれている･それは古期のものから一

1)花騎岩質累層灘(GraniticComP1ex)2)フラウオｰ

ナ統(Wanaw00naSeries)3)モスキｰトクリｰク統

(MosquitoCreekSeries)でありそれぞれの特長は

写真②Phi11ips河流域太古代岩石中の旧坑とブッシュ

写真③Phi11ips河流域の太古代岩石申の鉱床探査とそのためつけられ

た道路�
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第3図面オｰストラリア州サウザンクロス付近のイルガｰン金鉱床

地帯の地質と鉱床との関係図(H.C.WILLAMs0N等による)

次のようである.

1)花筒岩質累層群(最も古期岩類としている)

主要構成岩石類

片麻岩

ペグマタイト

花筒岩一2回以上の貫入期をもつ

2)フラウオｰナ統

主要構成岩石類

グリｰンストｰン

ジャスピライト(随伴して分布)

3)モスキｰト統(撮も若い岩体とされている)

主要構成岩石類

ジャスピライト

礫岩

角礫岩

粘土質岩

砂岩

変成度はフラウオｰナ統より低い

RY州のピノレバラ地域の調査では2)3)のグノレｰプ

は一括してロボルｰン層灘として地質図を作成している

がその説明では構成岩石は主として酸性～塩基性火

山岩類で下位に向かって変成度が高くたっているとし

ている.この層鮮の上位にはジャスピライト頁岩

砂岩の累層が発達しているカミ東部においては石英質岩

石硬砂岩頁岩カミ優勢とたる地域的な堆積相の変化が

みられその層厚は12,000mにもおよんでいる.

太古代の3番目の代表的分布地域として有名たのは

北部直轄領アリススプリング(刈iceSpr三ng)すたわち

オｰストラリア中央部に分布するアルンタ累層群(Aru-

ntaCo㎜p1ex)カミそれである(第7図参照).最近B.肌

R･の地質部のグルｰプ研究としてこの中央オｰストラリ

アのアマデウス(A汕adeus)盆地の研究が続けられてい

るカミこの地域の古期基盤岩類は広範囲にかつ中～高

変成度の片麻岩片岩珪岩角閃石大理石花開岩

などよりたるとしておりその時代はK-A工法でHU肌EY

たどによりこの中の花陶岩試料から18～14億年を推定

している.またこの堆積盆地の南側の花闇岩は12億

年と推定されているがこれらの花闇岩はいずれも変成

岩相より若いと考えられていることから前期原生代あ

るいは太古代の基盤とも考えられている.

!955年JoKLIKはノ･一ト山脈(HartsRange)のア

ノレンタ累層灘の岩石学的層位学的研究にはじまりB.1
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第4図酉オｰストラリァ中臭オｰストラリアタスマニア南オｰストラリアビクトリアクイｰンスランドおよび最後にニュｰ

ジランドが含められている.右らんのインデックスに示すように変成岩相堆積相(非変成相)とに大別し斜線の部分は

堆積相を欠くと考えられる部分である.なおAuFePbZnCuUNiたど主要金属鉱物の賦存を示す記号ほ参

考として筆者が加えたもの(元B.M.R.職員P.DUNN等により作成されたプレカンブリァ蒔代対比表である)�
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写真④カルグｰリｰ付近の太古代岩石中に胚胎するニッケル鉱床の開発はWegternMiningCorporation杜のKamka1da鉱I1Iで

行恋われている.この付近には古い金鉱山跡も多い(地質ニュｰスNo.188参照)

M.R.グノレｰプ研究として7図のよう次興味深い関係代の最古期層群“ヌラギニアン"(Nu11aginian)よりも

図を作成している.ただこの地域の岩石分布の方向性古い時代の岩層が存在することは十分に了解できること

はイルガｰン系と異たりほぼ東西系を示しておりかつでこれらを一括して太古界としている.

遊大火成岩体からの変成岩が多いことも興味カミもたれる.

また鉱物資源の分布もピルバラ系(Pi1bara)やイルガ

ｰン系とも若干異なり現在までの調査不十分な面もある

かもしれたいが金属鉱物賦存量の少たいことも特長的

である.しかしいっぽう同様た岩体からたるマント

ル型片麻岩ドｰムが1965年R亘｡DEsなどにより現在

ウラン鉱山が稼行されているラムジャングノレ(RumJun･

g1e)鉱山地域に分布することから金属鉱物にしても元

素の異たるものが特長的に賦存する可能性も強いと考え

られる(元素の偏在).このマントノレ型片麻岩ドｰムは

通称ラムジャングノレ累層灘とよばれ片岩グラニュラ

イト(白粉岩)ミグマタイトグリｰンストｰンたど

により構成されている.このほか同様の岩石類によ

り構成されているビクトリア(VictOria)盆地の(ノ･一ミ

ットクリｰク)変成岩だとも太古代の岩層と推定されて

いる.

太古代の岩石中に知られている火成活動は送入ある

いは送出の形態で幅広くこの太古代からアデレｰド系

までその地殻運動に伴い分布している.

太古代のピノレバラ系の中では少なく､｡･

とも2回の福曲期と花筒岩避入期が知

られておりこれらは最終の変形や変

成作用の前に太古代の岩層に影響を与

えている.そしてこれらの活動は

23～30億年の間に行たわれたと推定さ

れているが一部の地質学者の間では

まだこれより古いかもしれたいといわ

れている.最近までの詳細な野外調

査放射性物質による年代決定によっ

てもまだ太古代の地史を明らかにす

ることはむずかしくしたがって原生

原生代の地質は一般にヌラギニアン系カｰペンタ

リア(Carpentarian)系およびアデレｰド(Ade1aidean)

系に分類されている.ヌラギニアン系は1950年代の

D〃I皿BRow平らの研究ではアデレｰド地向斜中のプ

レカンブリアン時代の地層としてすでに考察されてい

たがWa1po1eはプレカンブリアン時代の岩層でも最も

古期のもので酉オrストラリアのヌラギニア盆地の岩

層に対比しかつ現在オｰストラリアの主要鉄鉱床と

して有名たハマスレｰ(Hamers1ey)山脈に広く分布

するハマスレｰ層灘の含まれるマウントブルｰス累層灘

(Mt.BruceSupeトGroup)に対比している.これら

の累層灘はすでに述べたピノレバラ系の岩層上に不整合

的関係をもってのっている.このマウントブノレｰス累

層灘は下位よりフォテスキュｰ(F0工tescue)ノ･マス

レ_(Hamers1ey)ウイロ_(Wy1oo)の3層鮮に区

分されている.それぞれの代表的特長を次に示す.

潜111ソ1､∴窓1

ノ

〔]舳･･舳岬1㎜呵

Eコ燃晶畿“

匿艶概嶋鴇繧m,`

聾襲帥･㎞･1･il･

1:ヨ詳鶏鼎鵬糀鮒榊蜘=罫･d'

巨ヨ舳㎞i“

E}舳

}肚fo冊｡仙｡刺moflo句一

.Eコ舳W･m･i㈹州･･

第5図Dr.F0R皿ANによるアマデウス堆積盆地南西部の模式地質構造�
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第6図B.M.R.Dr.F0R蛆N等による調査により確認されている中央オｰストラリアアマデウス堆積盆地の原生代の分布図.

この堆積盆地の南西部の模式地質構造は5図のごとくである.

.フォｰテスキュｰ層群

層厚:4,200m

特長:塩基性枕状溶岩とその火山砕屑岩類が優勢これら

の下部には石英質砂岩アルコｰズ砂岩を伴い上

部では頁岩ジャスピライトが多くなる.HUNTY

(1963)によれば“Co11enia"をもつポリミィクテ

イク(地向斜地域の特長的岩石花陶岩磯を主とす

る)礫岩や豆粒状石灰岩カミみられると報告している.

'ハマスレｰ層群

層厚:2,400m以上

特長:非常に安定した環境のもとで沈殿が行なわれかつ

化学的成因をもつ堆積が多いとされている.この

地層の上位には粗粒玄武岩や石英安山岩を伴うこ

とが多いが岩層全体としてはおもにジャスピラ

イトチャｰトドロマイト頁岩の互層からなる.

とくに3枚のジャスピライト鉄鉱層が特長的でオ

ｰストラリアの主要鉄鉱地帯となっている.さら

にしま状層状構造が明瞭に認められ鉄鉱層準に

“クロシドライト(Crocidolite)"がみられることも

ある.

･ウイロｰ層群

層厚:3,250m以上

特長:頁岩から礫岩までその構成物質の粒度変化による岩

相変化が著しい.宥葉質破砕物が優勢である.

北部ではノ･マスレｰ層群から運ばれて来たと推定

されるジャスピライトの破砕物を伴う礫岩が分布

する.本層群申には1回の玄武岩溶砦とさらに

Co11enianewlandiaをもつドロマイト層が認めら

れている.

オｰストラリア大陸にはこのヌラギニアン系に対比

される岩層が北部地方にも数カ所にわたって分布してい

る.その1つがダｰウィン市の南部地域パインクリフ

ク地向斜に堆積したものである.W虹弘L皿らの研究

によると^“アギコシディ(Agicondi)"系とよばれるこ

の地域に特長的た岩層はヌラギニアン系の岩相の変化

したものとされ時代として17億年以前に形成されたも

沽生層

璽

.夢平リｰ一風

第7図

6図に示された中央オｰストラリア

の原生代地層の層序関係を示す図.

(Dr,F0EMANによる)�
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のと推測されている.このアギコシディ系の主要堆積

層は古期より次のようにたっている.

バチェラｰ(Batchelor)層灘(層厚1,500m以上)

グｰドパラ(GoodPa1a)層群(層厚約300m)

堆積方向……周辺届

フイニイスリバｰ(FinnissRiver)層群

(層厚ユ,500～2,500m)

全体として砂岩アノレコｰズ砂岩泥質岩礫岩およ

びドロマイト質破砕物を主とする堆積物より構成されて

いる.鉱床学的に興味のもたれるラムジャングル(R-

umJung1e)ウラン鉱床はグｰドパラ層群の中に伴わ

れている.グｰドパラ層灘は3つの単位の岩相に分類

されるカミその要素は周辺相と地溝堆積相およびその中

間帯である.周辺相は東方に向かって発達しており

波痕や偽層の明瞭なアノレコｰズ砂岩石英質砂岩シル

ト岩およびところによっては礫岩を伴いさらに珪質ド

ロマイトのレンズをはさむこともある.これらの岩相

からその堆積環境は浅い海岸的要素が多いとされている.

西方に向かっての堆積方向には漸移帯が分布している.

特長的な地溝堆積相はチャｰト泥岩ドロマイトた

どにより構成されている.この地溝堆積相は前述の

アギコシディ系のフィニィスリバｰ層灘との関係はち

ょうど舌をさしこんだようた関係をもっていることが推

定されておりこれらの堆積物質は西方から運ばれて

来ていると考えられている.

上記パインクリｰク地向斜の東部ではサウスアリゲ

ｰタｰ(SouthA11igator)層群カミ約600皿の厚さで堆

積していると知られている.この層灘はわずかに砂岩

のはさみをもつシノレト岩より構成されこれらの堆積物

質は東方から運ばれて来ているとされている.また南

西部にはノ･ノレクリｰク地溝が存在している.このノ･ノレ

クリｰク層灘の堆積相は塩基性火山岩石英質礫岩硬

砂岩頁岩および若干の石灰岩ドロマイトよりなって

縮尺

幽舳｡

､4

パ㌻夕ζ

.アキャバラ

"歓}

日

第8図カｰペンタリア層群の分布

オｰストラリア原生代中期(14-18億年)の堆積層でこの層印にはFe

PbZnなど堆積型金属鉱床の賦存が顕著である.現在稼行中の世界

的大鉱山であるマウントアイザ鉱山ブ艀一クンヒル鉱山(変成帯中)

および未稼行のマッカｰサｰリバｰ鉱床などはこの申に含まれている.

いる.この層灘中には変成作用が認められ緑色片岩

相として特長的であるがしかし地域的にはグラニュラ

イト相に達した程度の弱い変成度のものも存在している.

さらに花開岩斑粉岩超塩基性岩石の貫入も知られて

おりハノレクリｰク地溝の東南部では頁岩赤鉄鉱化

されている岩石硬砂岩などカミ部分的な変成作用をうけ

て分布するがこれらの中にも花商岩の貫入が認められ

ている.

次に大陸中央部テナントクリｰク(T㎝nantCreek)

地域ではワラマンガ地向斜が知られている.これもバ

インクリｰク地向斜の堆積相と同様にヌラギニアン系に

対比され岩石類は900m以上の厚さをもつ硬砂岩頁

岩泥質岩より構成されている.堆積層は変形変成

分絆ン

写真⑤

Mt.Newman鉱山の

現場(左はし採掘現場)�
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第9図マッカｰサｰ南ニコルソンベｰスンの層序表

(P.R,DUNN,H.G.Ro囲ETs等による)

マウントアイザ鉱床マッカｰサｰリバｰ鉱床次どはマッカｰサｰべ一

スンのカｰペンタリア期後半の堆積期に火山性砕屑岩を伴う堆積岩中に

広範囲に広がって分布している.

ランド(Queensiand)にわたって発達するプッカｰサｰ

層鮮の堆積相は厚さ8,OOOm以上にも達すると考えら

れておりその堆積相は浅海性と推定されている.

作用をうけており構成されている岩相から中程度の深

海で蓄積された物質によるものと考えられるが砂岩層

は大陸棚部分の堆積とされている.またこれらの堆積

岩層はカｰペンタリア(Carpentaria)層灘により不整

合的におおわれている.

カｰペンタリア層灘は原生代の中期に相当する堆積

グノレｰプでオｰストラリア北部の鉱物資源賦存の重要

た母体どたり当地では最もよく知られている.オｰ

ストラリア北部に最も多く分布しこれらはヌラギニア

ン系の岩石を基盤とするマウントアイザ地向斜やマ

ッカｰサｰサウズニコルソンだとの堆積盆に堆積した

ものである.最近のナバレック(Narbar1ek)やレンジ

ャｰI(RangerI)ウラン鉱床の発見で脚光をあびてい

る･アｰネムランド(Amhem1and)からクイｰンズ

堆積相の下位は火山起源のものが多く基盤近くの酸

性～中性火山砂層物の堆積層は厚さ1,200mにも達す

るといわれている･またこの地区の北酉部にはキャ

スリｰン河層鮮の発達が知られているがこの岩石相は

アノレコｰズ砂岩珪質砂岩ドロマイトなどを主とする

がその一部の下位に相当する部分はエディ河(Edith

River)火山岩類として特長的た中～塩基性火山岩類が

多く挾在している.上記の堆積岩中には波痕偽層だ

と海岸浅海性の特長を示す岩相がみとめられている.

北東部でも同様に珪質砂岩アノレコｰズ砂岩の優勢

なパｰソンズ山脈(ParsonsRange)層群の発達がみら

れる･この層群の上位にはシルト岩ドロマイトだと

が優勢でこれらの全体の層厚は6,000mに達している.

この堆積岩層も上位層部150m程度の厚さの部分には

波痕や交差偽層などのみられる石英質砂岩が多い.現

在B.H.P､により金属マンガン鉱山か操業されているク

ｰトアイランド(GrooteEy1andt)島付近ではこの層

ノレの厚さは非常にうすくたりかつ交差偽層を伴う石灰

質砂岩あるいは地域的に火山砂層物を伴う礫岩などア

ｰネムランド北東岸にみ･られる同様な砂岩縞状シノレト

岩頁岩などから特長的な浅海性堆積層のブロックとして

注目されている.

マウントアイザ鉱山がその鉱業権をもっているマッカ

ｰサｰ河に沿う鉛･亜鉛鉱床(堆積型鉱床と考えられ

ている)の分布する地域には特長的なマッカｰサｰ層

宙部地溝東部地溝

口ｰンヒル層中間

合べ;押1デ男む瞥

ジュデアン層ミアリ､層

コレラ層

クリダラ層

イｰスタｰンクリｰク火山岩

リ子ンタｰ王堆マウンけ付嚇

/ヤリンガ変成岩類

榊不整合

マリモスタｰベレｰ層第10図

粘板岩層アンサ_粘板岩層マウントサイザ地向斜

の層序関係を模式化し

花樹岩…鰯ミξ煎類蝉層ル1㌻榊撫㌶ぷ

ライチャｰト変成岩類ルト岩頁岩などより

なる厚い堆積岩層中に

PbZnの鉱層たらび

に銅鉱床が分布してい

る.

山地域的不整合

一一一一非整合

口地層の位置に若干疑問がのこさ岬･llの1何時代の地層単位問の不安定な境界を就�
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群の堆積が行なわれている.そのマッカｰサｰ層灘の

周辺部は堆積環境の変化により上昇しかつ浸蝕作用

が顕著であり南部ではタワラ(Tawa11a)層灘の上位に

不整合的にのっている.しかし一般的にはマッカｰ

サｰ層群はパｰソンスレンジ(PersonsRa㎎e)層群

やタワラ層群中に整合的にのっている.

マッカｰサｰ層群の堆積の特長として炭酸塩を含む

泥岩(Carbonatemud)から形成さ'れたと考えられるド

ロマイト層カミ発達しこの中には藻バイオストロｰム

(biostrome)を散点的に伴っている.また地域的には

陸源岩屑の発達も知られ塩基性火山岩の噴出も考えら

れる･盆地の東方軸部では2つの方向の北方にの

びるヒンジラインがみられバルテｰン(Ba1ten)地溝と

よばれている.この盆地の浅瀬ではリｰフ型ドロマイ

トが発達しておりとくに西側のヒンジラインに多く

西方に向かって砂岩泥岩石英質シノレト岩藻バ

イオストロｰムが多くたっている.地域的に岩塩の結

晶がこの堆積層中に胚胎していることもある.

浅瀬の西80㎞がこの盆地の海岸線と推定されている.

したがって東方に向かっては厚い層のシノレト岩炭1酸

塩に富む岩石チャｰト砂岩あるいはこれらの砕屑物

だとが優勢とたっている.

ぷウiス止:…モｰランド

α籔一.

二Fe.､.

｢

園上部太古代

璽下都太古代

〔コアｰキアン時流

匡ヨ花闇岩

^u･金Pb･鉛

88一ベリリウム･卜稀土類

F･･鉄＼断層

Lst石灰岩

マイル

第11図Mt.Isa鉱床の胚胎する金属､鉱床帯申の鉱床分布を

示す図(BR00Kによる)
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第12図Mt,I畠a鉱床の胚胎する地向斜巾の古期耕石

の分布(C柵TERによる)

第13図Mt.Isa鉱床付近の主要下都原生代の地質の堆積区分(C柵丁㎜による)

鐙印は金属硫化鉱物の胚胎する地層(金属鉱化作用)

○印はウラン鉱物の胚胎する地層(ウラン鉱fヒ作用)�



一60一

�キンバリｰ堆積盆地�ルポツク亜'横�スチュアｰト台地

��ルイザダウン層群�アルバｰトエドワｰド層群

喝���

ム���

I�一マウントホ≒ス層群�クニアノイ層群�ドウェルテイン層群'

▲���

iト���

ト���{…

��グリドェン層群�ヘリコプタｰシルト岩層

���ウ■ドクリｰク砂岩

���''`1uハングルパングルドロマ^層

��コロイボ砂岩�マウン1パｰオｰ移岩層

襲���

ト�バステイオン層群��

箏���

へ��キンバリ1一層群Fe.�

｡＼���

マ�スペｰワ層群��レッドロック層

��

侭���

��ホワイトウォｰタｰ火山岩類�

第14図カｰペンタリア紀のキンバリｰ層群の位置を示す層序区分

同層群中には鉄鉱層が賦存している.

盆地の南部では石英質砂岩チャｰトチャｰト礫岩

だとが優勢で緬状岩師状炭酸塩が北北西部に分布

しかつ堆積盆の火山類も北酉部に多く分布している.

マッカｰサｰ層灘の層厚は最大4,200m南西で3,300m

内外であるが東方に向かっては極端にうすくたり300

m程度になっている.カｰペンタリア期の後期にはプ

ッカｰサｰ層灘ブラフ(Bru丘)層鮮たどより特長づけ

られるがその後のプレカンブリアン時代の最後期にあ

たるアデレｰド期との間には不整合関係を示すところが

多い.マッカｰサｰ盆地の南東部にはマウントアイ

ザ鉱床で有名なマウントアイザ地向斜の厚い堆積層が知

られている.この地向斜における層序関係は第10図

に示すとおりであるがこの中の堆積層区分をマッカｰ

サｰ堆積盆のもと次に対比してみる.

マッカｰサｰ堆積盆

前期タワラ層群

後期マッカｰサｰ層群

マウントァイザｰ地向斜

レアンダ珪岩

�

イｰスタｰンクリｰク

火山岩類

ジエンデナン層群

ブロｰドマウンテン

�

層群

ロｰンヒル層群

とむ変成岩とされている.

原岩は酸性火山活動を伴う堆積岩層と流紋岩石英安

山岩とされている.これらの酸性火山活動は上位の

アｰジラ(Argy11a)層(約3,000mの層厚)にまで引き続

いて行たわれておりまたこれらの溶岩はイｰスタｰン

(Eastem)地溝帯のソルディァ_ギャプ(So1idiensCap)

層の砂岩頁岩層中にも舌状に入りこんでいる.この

溶岩は上記堆積岩類の角閃岩相の中では緑色片岩相とな

っている.

RIc亘ARDs(1963)による17億7,500万年と年代決定さ

れたEwen花開岩類の貫入は次期の火山活動前のアｰ

ジラ層の末期に行なわれている.西方のレアンダｰ

マウントガイドバララなどの珪岩層は石英質砂の供

給しやすい酸性火山活動の多い地域に発達しその厚さ

は2,400mに達する部分もある.

次にメディアンリッジ(Medianridge)は塩基性火山

活動の中心どたり東西二つの地溝帯は玄武岩流の互

層をたす厚い堆積岩層(イｰスタｰンクリｰク火山岩類

約3,000m)(マラバ(Marraba)火山岩類6=,000m)

を構成している.この玄武岩はイｰスタｰン地溝帯の

ソルディアｰギャプ層中にも舌状に入りこんで来ている.

このイｰスタｰン地溝帯では火山活動の後期に約1200

mの石英質砂岩ミタコｰデイ(Mit･koodi珪岩)が部分

的に玄武岩流の互層をみたがらマリモ(Marimo)粘板

岩層アンサｰ(Answer)粘板岩層などの泥質頁岩まで

続きこの時期で火山活動は終了している.

ミタコｰディ珪岩の堆積期のあとでイｰスタｰン地

溝帯では地殻変動が行なわれ二つの小さた地背斜が形

成されたカミウェスタｰン地溝帯の方ではほとんど地

殻変動カミみられていない.イｰスタｰン地溝帯の地殻

変動後ウラン鉱床(マリｰキャサリｰン鉱山だと)の胚

胎するうすい頁岩をはさむ縞状ドロマイト砂岩礫岩

層(コレラ｡ore11a累層)が発達している･現在≒の

岩層は広範囲のガルシウムｰ珪酸塩岩石類と片岩類に

より構成されている.そして岩相は南方に向かってド

ロマイトが部分的に随伴する泥岩および石英質砂岩す

たわち現在では珪岩片岩粘板岩などを主要構成分

とする岩相に変化している.

上記のようにたりその岩石構成区分からみても類似

しているといわれている.

1961年カｰタｰにより作成された層序関係からみる

とカｰペンタリア紀の最も古い地層はレイノ･一ト

(Lei･hha･dt)変成岩類でこの変成岩相は角閃岩類に

コレラ累層の基盤付近に多い角礫岩はソノレディアｰ

ギャプ累層との間の地殻変動によるものと考えられ両

者の関係は場所により整合非整合あるいは傾斜不整

合など変化が多い.このコレラ累層とその上位に伴わ

れる珪岩層に対比されるウエスタｰン地溝の岩層はジュ

デナン(Judenan)層群とミアリｰ(Mya11y)層群であ�
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る.ミアリｰ層灘は中央リッジに近くかつウエス

タｰン地溝帯の北部によく発達し少量の泥岩頁岩を

伴う石英質砂岩層よりなりその厚さは6,000mにも達

する.そして同属灘の下位は礫岩アノレコｰズ砂岩が

発達しまた上部には流紋岩玄武岩が分布している.

カｰペンタリア期の2回目の花開岩体の遊入はコレラ累

層の後地溝ジュデナン層灘などの形成後岩層の変

形作用に伴われて起こっている.イｰスタｰン地溝帯

はその後地表にあらわれ風化作用により石英質砂岩

礫岩の源を生成すると共に現在ディドン(DeightOn)

珪岩とよばれている西方からイｰスタｰン地溝に広がっ

ている2,100mにおよぶ厚さの堆積層(珪岩)を形成し

ている.

しかしいっぽうウエスタｰン地溝の中央リッジに近

い部分では引きつづいてうすい縞状頁岩ドロマイトた

どを伴う岩石で岩相変化の著しいサｰフライスクリｰ

ク(SurpriseCreek)やブロｰドマウンテン(P1oughed

Mountain)などの堆積層が発達し特定の場所にはAl-

ga1Biohermsがよく発達している.

最後にこの地方の堆積層はロｰンヒル累層であり整

合的にブロｰドマウンテン層にのっており岩層として

も上部に向かってシルト岩頁岩がとみ下部に向かっ

て流紋岩を伴う石英質砂岩などからなっている.

これらの岩層は一部ではアデレｰド紀あるいはカンブ

リア紀の可能性もあるといわれている.

このほか北部クイｰンズランドにおける層厚9,000

㎜におよぶエゼリッジ(Etheridge)地向斜やキンバレ

ｰ盆地アシュバｰトン(Ashburton)地向斜ダベン

ポｰト地向斜アデレｰド市北方のガウラｰプラットホ

ｰム(Gaw1erP1atfom)などにおけるカｰペンタリア期

の堆積層が知られている.

エゼリッジ地向斜は深海性堆積相と考えられ頁岩

チャｰト石灰質石英シノレト岩たどより構成されている.

しかし基盤近くの露出や地向斜の北東部においては浅

海性堆積相もみられる.堆積相の末期クロイドン

(CroydOn)火山岩類はマウントアイザ地向斜のロｰ

ンヒル累層にだいたい類似し流紋岩の噴出カミ認められ

る･そしてこの期において榴出作用と花陶岩超塩基

性岩の貫入カミ東部周縁に沿ってみられるのが特長である.

キンバレｰ層群におけるカｰペンタリア期の堆積層は

多くの不整合部が知られている.晋んだい的に変動帯

の動きにしたがって層厚に著しい変化がみとめられてい

る.下部層ホワイトウォｰタｰ(WhiteWater)火山

岩類はノ･ルスクリｰク層群やランブｰ(Lamb00)累層

太.古代蛉撫雲､m鴬aる原図)

皿1]1スチュアｰ脇

翻卜〃シア統

騒萎…菱rウ7口}ラン統

アゴデン蹴

鰯灘岩類/

擦寧角礫帯

〆1断層

･請理カ1フ小

ウラン鉱産出孟デ､榊試錐齢

第15図Mt.Painter複合岩体の周辺に分布するCu望Uの鉱床

群の上に不整合的にのり約2,000mの酸性火山岩類お

よび凝灰岩類よりたっている.この上位に不整合的に

浅海性堆積層と推定される約5,700mの地層が堆積し

ている.

この堆積層はアデレｰド紀のハｰトドレライトの貫

入岩床により貫入されている.最も下位の岩層区分は

最大2,300mの層厚をもつスペｰワ(Speewah)層灘で

石英質砂岩アノレコｰズ砂岩少量の酸性火山岩類を伴

うシルト岩頁岩などより構成されている.この上位

に層厚約3,300m(最大)のキンバレｰ層群がのってい

る.下位に向かって塩基性火山岩類また上位に向か

って赤色緑色頁岩やストロマトリティクドロマイトが多

くだる石英質砂岩層よりたっている.このキンバレｰ

層灘は盆地の南西部ヤンピｰサウンド(YampiSound)

地区では600mに及ぶ赤鉄鉱一珪岩層および含鉄層が分

布し鉄鉱として採掘されている.さらにこの上位に

バステイオン(BastiOn)層群やルボｰクサブベｰスン

(Lubboksubbasin)の堆積層カミ分布している.

このほかダベンポｰト地向斜の堆積物はノ･ツチスクリ

ｰク層灘として知られワラマンガ層群の上位にのって

おり主として石英質砂岩よりたるが下位に向かって

粘土質とたりかつ下部層には斑晶質流紋岩安山岩玄

武岩の溶岩流だとが伴われている.そして砂岩中には

また交差偽層や波痕が豊富に認められている.�
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第17図アデレｰド期の層序区分(アデレｰド地向斜における)

この層群はまた勇断帯や火成活動部位を除けばほと

んど変成作用がみられず層ぜんたいの厚さは7,500m

にも達するといわれている.火成活動として斑紡岩

グラノファイアｰ石英斑岩花騎岩などが分布する.

テナントクリｰク付近のアシュバｰトン地向斜にもハッ

チスクリｰク層灘と類似の堆積層が分布している.

そしてその厚さは3,300m以上にもたると考えられ砂

岩礫岩を主とするこの層中に若干の玄武岩や石英斑岩

の貫入が認められている.

カｰペンタリア期の変成岩類として有名なのは南オ

ｰストラリアやニュｰサウスウェｰルズ州の州境に分布

する.その一つはブロｰクンヒル地域のウィルヤマ

(Wi11yama)累層群でAg-Pb-Zn大型の鉱体がこの

中に胚胎している.1964年のBIHNsの研究ではこの

累層灘は高度の変成作用をうけ片岩角閃岩片麻岩

縞状鉄鉱層などが特長的である.地質鉱床および地

質構造的にもよく研究が進められており変成作用の時

期も一回ではたくまた放射性物質による年代決定の幅

も広いとされている.ブロｰクンヒルの北西約250㎞

のマウントペインタｰ累層群も上記と類似し珪岩片

岩片麻岩カリ長石花闇岩などよりたり下部古生代

の花嵩閃緑岩の貫入が知られており若干の銅ウラン鉱

床が胚胎している.

アデレｰド地向斜の酉側ガウラｰプラットホｰムも

カｰペンタリア期あるいはこれより古いと考えられる

変成岩類の分布が知られている.最大層厚は10,000m

下位のフリンダｰ層群は9,000mの層厚で片麻岩ミ

グマタイト若干の珪岩ドロマイトおよび少量の火成

恭系の角閃岩類より構成され上位のハッチンソン層群

は6,000㎜の層厚で雲母片岩が優勢た岩層とされてい

る.たおこの中には層状角閃岩赤鉄鉱質珪岩

ドロマイトを伴いワイアラの西方の鉄鉱床はこの中に

胚胎する.

原生代の後期の堆積層としてオｰストラリアの地質

家の間で長い間知られているものがアデレｰド地向斜

のカンブリア紀の下位に整合的(?)に存在する厚い堆

積層で1966年トムソンらによって原生代の最後期ア

デレｰド系とされている.

地質時代のRadiomet･icage(KAr法による)は正

確ではたいがこの堆積層群の基盤近くの変成されたウｰ

ルタナ(Woo1tana)火山岩類からの試料では8億5千

万年とされマウントペインタｰやオｰラリｰ地域の試

料からの数値は16億年を上限としている｡

現在までの研究ではアデレｰド系の層厚は

15,000m以上にも達する厚いものと考えられているが

タｰビダイト(Turbidite)がなく火山活動も限定され

ている.1958年GL畑ssNERやpARKINらによりウイ

ロｰラン(Wi11ouran)トｰレンシアン(Torresian)

スチュアｰテイアン(Sturtian)マ'リノアン(Marinoan)

の4統に区分されたが1964年TH0Ms0Nらにより第!7

図のようた層序区分を提唱されている･

ウイロｰラン統はシノレト岩粘板岩ドロマイト

石英砂岩などの3,600m以上の層厚をもつ岩層により

構成され不整合的に結晶片岩類の上にのっている､

フロｰム湖の西ウｰルタナではウｰルタナ火山岩類と

考え㌻れる若干の安山崇流紋岩類を伴うところの変成�
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作用をうけた粗面岩類の分布が特長的でカラアナ(C外

11ama)層と呼ばれている(層厚約600m).この層中に

は少最の千枚岩大理石が基盤の珪岩の上にのって来て

いる.このような岩石の分布は地向斜の北酉部ブ

ロｰクンヒノレの東ポｰトオｰガスタ(PortAugusta)

の南西などにも知られている.そのほかアデレｰドの

南東には数千mの厚さの千枚岩珪岩ドロマイトだと

が分布するがこれは通称リバｰウォｰクフィｰルド

(RiverWake丘e1d)層群と呼ばれウイロｰラン続の中

に包含されている.

トｰレンシア統は普通にはウイロｰラン続の上位に

整合にのってきているがしかし一部では不整合関係を

示すところもある.最も普通たものはバラ(Burra)層

灘で下位の砂岩礫岩層(一般には石英質で1,950m

以上の層厚をもつ)の上にドロマイト石灰岩苦灰岩

たどを伴う粘土質炭酸塩にとむ岩相がのって来ている.

とくにバラ地方ではこの地層の下位には石灰岩層カミ優

勢であるといわれている.コプレｰ(Copley)の酉で

は珪岩とアルコｰズ砂岩の互層中にマグネサイトが発

見･開発されておりその成因についてはF0RBEs(1960

-61)はPara1icSedi工nentationの地域における大陸

内部のアノレカリ性の水と海水との反応により生成された

と論じている.

いっぽうカレラ層灘に似たバラ層灘は地向斜の面

あるいは北酉に向かい厚くたっている.アデレｰドか

ら数㎞のレイクリｰクには最大の3,000～4,200㎜にお

よぶ堆積層カミ分布している.

北東および東南の地域ではバラ層鮮はうすく上位

のアンベラタナ(Unberatana)層灘がオｰバｰラップし

ている･またバラ層群は西方に向かっては急激に

うすくたりこの地域ではマリノｰン(MarinOn)続の堆

積層がオｰバｰラップしてきている.アンベラタナ層

鮮の下位は部分的に氷河環境を示す91acia1pavement

漂礫岩だとの存在が知られている.そしてこの堆積期

の下位ユドナムタナ(Yudnamutana)互層灘も氷河期の

最初の堆積層として知られている.

これらの氷河期の堆積層は青色～灰色シルト質頁

岩や少量のアノレコｰズ砂岩を伴う.さらにこれらの上

位には地域的に開発されたことのある鉄鉱床を含む泥

質砂岩層がのっている.アデレｰド地方ではこれら

氷河期の堆積層の上部にあたる地層に含まれる石灰岩層

が開発されている.スチュアｰト続の厚さはアデレ

ｰドの北北東で6,000皿以上に及ぶカミマウントフィ

ットン(Mt.Fitton)付近の漂礫岩の厚さは2,100皿であ

る.このスチュアｰト続の地層はアデレｰド地向斜の

;…≡≡三三.頁岩およびシルト岩≡≡≡≡≡

榊w､

躍→石灰岩や一軍/㍍

ノｰノ繋/2不整合

J部水成堆積相ニベ､､､

秦撃箏蘇

第18図Bro}enHi11北部のアデレｰド期の地層関係図

(TH0班s0Nによる)

中では最も広く分布がみられその外縁はフリンダｰズ

山脈の北酉にまで及んでいる.

上記の漂礫岩層中には玄武岩質溶岩流がみられており

またオｰラリｰ地方ではたぶん早期古生代と考えられ

る送入花嵐岩の分布も知られている.マリノｰン統は

氷河期後の堆積層で紫色～緑色頁岩および粘板岩によ

り特長づけられている.本堆積層の層厚はフリンダ

ｰズ山脈の北方において4,500m以上にも達している.

アデレｰド地向斜の北酉オフィサｰ盆地中のアデレ

ｰド紀系の堆積層はあまりよく知られていたいがマラ

リンガ(Mara1inga)近くでは約300mの層厚のチョコ

レｰト色緑色の頁岩カミLudb･00kCOatたどによって

発見され本属カミマリノｰン統に対比されるものと考え

られている.

ノｰザンテリトリィの南部アマデウス盆地は花開

岩片麻岩片岩などよりたるアノレンタマスグレｰブ

マン累層群により北と南がかこまれている.一般に

この盆地の基盤は片麻岩片岩花商岩などより改り

アデレｰド紀の岩石はこの上位に不整合的にのってい

る.最も下位層は珪岩の発達カミ著し<地域的には変

成作用をうけさらに低度～中間的な変成度の変成され

た火山岩類を伴っている部分も多い.アデレｰド紀の一

岩層の厚さは南部付近の3,600m(最大)から2,000

m(北部縁部)までにおよんでいる.最下位層の珪岩

層の上位に来るビッタｰスプリング(BitterSPrin9)層

やピンニャ(Pinyinna)層は約750mの厚さで石灰石

ドロマイトチャｰト頁岩岩塩(地表部)場所に

より石膏が含まれることのある岩層により構成されてい

る.

次にこの上位のアレヨンガ(Areyongo)ボｰド(Bo-

0rd)イニンディア(Inindia)層などの厚さは2,100皿

にとみ炭酸塩にとむ岩石が優勢である.この層中に�
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は場所により漂礫岩のような氷河堆積物を含むことも

ある.西部のカｰネギｰ層は赤色～褐色交差偽層

をもつ砂岩シノレト岩だとが発達しボｰド層と指交し

ている.ボｰド層やイニンディア層は石灰岩ドロ

マイトシルト岩などの発達する堆積層である.これ

らの地層の上位層はパｰタタタ(Pertatata)層(1,200

m)ウィナｰル(Wima11)層(2,400m)およびサｰフレデ

リック(SirFrederik)礫岩一エリス(E11is)礫岩一マウ

リス(MauriCe)層だどがある.このほかアルンタ累

層灘の中に存在するナグリァ(Nag1ia)盆地その北側

に分布するジョｰジナ(Georg玉na)盆地にも花闇岩や太

古界の変成岩類を基盤とするアデレｰド紀の堆積岩層が

分布している.これらの堆積層の一部はアデレｰド

紀の氷河期の堆積物と考えられるものが認められている.

アデレｰド紀の地層はまたすでにのべたキンバレｰ盆地

マッカｰサｰ盆地などにもカｰペンタリア紀の堆積層の

上位に不整合的にのっている.

プレカンブリアン界の岩石中の変成岩類は上述のよ

うに一つの盆地あるいは地向斜の中で層位学的にプレ

カンブリアン界と明瞭に推察できるもののほかに若干

の問題カミ残されているために通称プレカンブリアン界

の変成岩類として推定されているもの23が存在する.

その代表的たものとして次のようなものカミあげられて

いる.

MusgraYe-MamCo㎜p1ex(N.T.)

PeakeMetaエnorphics(S.A.)

BarossaandHoughton(S.A､)

EinasleighMeta皿｡rphics(Q)

WestTasInaniaのMetamorphicroc良s(T)

�

.1･･rl

､▽･1'

､k｣⑧

孔エ､

＼マ.､

1＼･｣._.

▽･･}.､･

､㌣wlこ1

･▽､'

褒床

･･v･～.

､＼

杜

第19図氷河の分布を予測することの可能た漂礫土の分布を示す参考図

プレカンブリアン時代の堆積環境や当時の気候条件な

どがほぼ推定されている.早期原生代(Ear1y-Proter-

ozoic)すなわちヌラギニア(Nu11aginian)系には相当厚

い地層の硬砂岩が広く分布しているカミ次期のカｰペン

タリア系に入るとこのような岩相は一変して少たくな

り泥質岩あるいは石灰岩ドロマイトだとの随伴か多く

また火山活動としての酸性～塩基性だとの火山溶岩の

分布も顕著である.とくに地殻の変動基盤の上昇沈

降による堆積盆地の変化だとも特長的になり北部直轄

領(ノｰザンテリトリｰ)やクイｰンズランドだとの地

区においてはこれらの地層中に数多くの金属鉱床が発

見されていることも地殻変動火成活動の顕著であっ

たことを示す一例とも考えられる.

以上のカｰペンタリア系までの地層はStromato1itic

reefsたどを含む炭酸塩の沈積肢とから考えてだいた

い熱帯性気候下にあったことが推察できるが次に興味

のある問題としてあげられているのはアデレｰド系6

スチュアｰト統マリノン続の漂礫岩層である.その

広がりはアデレｰドから中央オｰストラリアを包含し

てキンバレｰ地方にものびているところから従来地

質学者の間でいろいろ論議の的にされていたが最近ま

での研究から古生代後半洪積世の氷河期に対比される

ようた大型の氷河期としてタスマニアからオｰストラ

リア中央部を含めてキンバレｰ地方にも氷河の発達があ

ったものとして考えられている.

地殻運動と火成活動については第20図のようにBR

OWNらによりいちおうまとめられている.これらに

よると太古代のピルバラ系中により少たくとも2回

写真⑥太古代の岩石申に魎胎するニッケル鉱床探査のためブルドｰザ

ｰでトレンチされた現場(S㏄tia付近)�
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以上の櫓出作用や花崩岩の送入期が存在することがわか

っている一そしてこれらの時期は1965年L珊G0らに

よる研究から23～30億年の間に行なわれたものと推定さ

れている･また太古代における他の火山活動も上

述のヌラギニア盆地中にみられる塩基性火山活動ぎら

にパインクリｰク地向斜中の酸性火山活動だとの存在が

知られている.

これについて古期原生代すたわちヌラギニアン系

(約18億年前と考えられている)の地層はノｰザンテ

リトリｰやクイｰンズランド州地域の中で変成作用を広

範囲にうけているがこれらの中にも花開岩の貫入がみ

られている.パインクリｰク地向斜やヌラギニア盆地

中にも同様に花陶岩の貫入が知られているがぜんた

いとしてこれらの地層堆積期の後半に行なわれている.

火山活動の一般的た特長としてマウントアイザ地向

斜からキンバレｰ鉄地に至る間はとくに酸性火山岩の

活動が優勢であったカミ後半の前期には一時的に塩基

性火山清動期を伴い最終期の酸性火山活動期にもとっ

ている.カｰペンタリア紀の地層中における火山活動

は幅広い変化カミみられるがとくに後半における地殻変

動を伴うものが著しい.

マウントアイザ地向斜中のカｰペンタリア系の堆積期

の間には2回以上の花闇岩避入期カミ推定されている.

地域的な変成作用はカｰペンタリア紀の中では大陸の東

半部に限定されているように考えられる.マウントア

イザ地向斜中のレイチノ･一ト(Leichhardt)変成岩類

南オｰストラリアのウイノレヤママウントペインタｰ累

層灘さらにガウラｰプラットホｰム中の変成岩たどがこ

れに相当する.カｰペンタリア紀のまた欠きた地殻変

動は北部地方ではアデレｰド紀の堆積が行たわれる前に

発生している.このような“epiCarpenユarianOrogeny"

はエゼリッジ(Etheridge)地向斜の中のような花開岩

の貫入をひきだしている.

アデレｰド紀はアデレｰド地向斜スチュアｰト

シェノレフオフィサｰアマデウス盆地の中の酸性～塩

基性火山活動を限界としてはじまっている.そして火

山活動は終了している.オｰストラリアにおいては

このアデレｰド紀にはこのようた火山活動はほとんど

知られていたい.またこの時代は最も安定した静

かた堆積期でもありプレカンブリアン時代の化石とし

て有名たStromato1iteの代表的且0ra1はこの中に発見

されている.ただ一部北オｰストラリアの粗粒玄武

岩の板状貫入岩体やMcDoU泓LLLE船｡らにより

1965年に時代測定を行なったキング島の花南岩貫入はこ

アニキアン時代

太イ犬
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第20図オｰストラリアの堆積環境と地殻変動火成活動を示す図上

記中火成活動の顕著泣カｰペンタリア紀の岩層中に大型金属

鉱床カミ発見されている.

の時代のものと推定されている.アデレｰド紀には

この時代における最大の地殻変動と考克られるアマデウ

ス盆地を除いてはほとんど地殻変動は認められていた

い.現在これらの地層中にみられる地殻変動や火成

活動などはすべてアデレrド紀後のものと考えられて

いる.

(筆者は鉱床部)･
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